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１　目的

質量パーセント濃度とモル濃度の2つの溶液の濃度の調整方法を確認する。また、実験結果から濃度の単位変換が可能なことを確認する。
２　注意
３　準備

100 mLビーカー、100 mLメスシリンダー、100 mLメスフラスコ、ガラス棒、薬包紙、純水、食塩（NaCl＝58.5）
４　方法
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１）10 %食塩水（100 g）の調整、濃度変換
(1) 100 mLビーカーを計量する。A　  　　　　g　◎ビーカーを乗せる前に電子天秤を0点に合わせてから計量する。以下同様。（風袋はとらない！）
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(1)の100 mLビーカーを用いて、水90.0 gを計量する。
◎B　　　　  　g
C＝B－A＝　　  　　　g

(3) [image: image4.png]


薬包紙を用いて、食塩NaCl 10.0 gを計量して、(2)のビーカーに加える。
■薬包紙を乗せてから電子天秤を0点に合わせて計量する。（薬包紙の場合は風袋をとる）
D　　　　  　g＝E　　  　　　mol
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完全に溶けたら、食塩水の質量を計量する。◎
F　  　　　　g G＝F－A　  　　　　g
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100 mLメスシリンダーを用いて、(4)の食塩水の体積を計量する。◎H　  　　　　mL＝I　  　　　　L
（※メニスカスの読み方に注意）
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２）1 mol/L食塩水（100 mL）の調整、濃度変換
(6) 100 mLメスフラスコを計量する。◎J　  　　　　g
(7) 薬包紙を用いて、食塩0.1 molを計量する。■K　  　　　　g
＝L　　　  　　mol

(8) 100 mLビーカーに出来上がりの半分量ほど（約50 mL）の水を入れておき、そこに(7)の食塩を溶かす。
(9) 完全に溶けたら、100 mLメスフラスコに(8)の中身を移す。
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ビーカーの器壁、ガラス棒に付着した水溶液をメスフラスコに移す作業を
3回行う。
(11) 100 mLメスフラスコに水を加え、標線に合わせる。
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メスフラスコに栓をして倒立させ、よく振る。正立させ、必要ならば再度、標線に合わせる。モル濃度は
M＝10×L＝　　　　  　mol/Lとなる。
(13) メスフラスコの外側の水分をふき取り、食塩水の質量を計量する。
◎N　  　　　　g　O＝N－J＝　　  　　　g
３）片付け
作った食塩水は流しに捨てる。ガラス器具は水洗いし、試験管、ビーカー、メスシリンダー、メスフラスコは窓際の乾燥機。実験机は水拭きする。

５　結果　＆　６　考察
１）10 %食塩水（100 g）の調整結果
	食塩の質量
	D　 　　 　　  g
	×100＝ 　  　　　%

	食塩水の質量
	G　　　  　  　g
	


１）10 %食塩水（100 g）をモル濃度に変換した計算結果
	食塩の物質量
	E 　　　   　mol
	＝　　　　　　mol/L

	食塩水の体積
	I 　　   　　　L
	


２）1 mol/L食塩水（100 mL）を質量パーセント濃度に変換した計算結果
	食塩の質量
	K　　   　 　　g
	×100＝　     　　%

	食塩水の質量
	O　   　 　　　g
	


７　感想・反省
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